
 学習計画（シラバス）の目的および活用法                           
 

１． 作成・発刊の目的 
 

将来の大きな夢や進路目標を抱いて川内高校に入学してきた諸君の，今年度の新たな学校生活がスタ

ートしました。今まで培ってきたものを糧とした上で，過去の自分自身の進路意識や学習に対する取組

を振り返り，新年度における目標と努力すべきことを再度真剣に考えて，決意新たに学習活動に取り組

んで欲しいものです。 

さて，３年間の高校生活を通して学習内容を本当に理解し身につけるためには，自主的な姿勢，「自ら

学ぶ」姿勢が必要不可欠です。そのためにも，まず将来を見通した人生設計をし，具現化させるために

何を為すべきかを冷静に考えてみましょう。自ずと毎日の学習にも意義を見いだすことができて，自発

的な取組にも繋がると思います。大切なことは，何事にも「前向き」であること，そして「継続する」

ことです。以上のことを常に心に留めておけば，悩み・苦しみながらも，級友たちと共に貴重な高校生

活を送ることができるはずです。そして高校３年間の最後の集大成とも言うべき“受験”という厳しい

現実も，この心構えを実践することで，必ずや乗り越えられると思います。  

この学習計画（シラバス）は，川内高校での学習内容を確認してもらうと同時に，今年度１年間を見

通した学習活動計画をまとめたものです。以下の点に留意しながら，「自ら学ぶ」姿勢をもって，この１

年を充実したものにして，自分の夢を実現して欲しいと心から期待します。 
 

２．内容・構成 
（１）各学年の今年度分のシラバスが掲載されています。 
（２）川内高校における３年間の学習の流れを見通すことができます。 
（３）今年度の学習計画を，諸考査計画を含めて，１年間を見通して示してあります。 
（４）各教科・科目の学習方法及び学習内容・到達目標等が詳細に記されており,自己評価もできます。 

 
３．効果的な活用法 

この「学習計画（シラバス）」を活用して，自分の学習習慣を確立し，学力を向上させるため，次の 
点に留意しよう。 

 
（１） 高校における学習の基本的な心構え  
 

学習の基本的な心構えを認識し，今年 1年間の学習活動につなげよう。 
  
（２）各教科・科目の学習計画・内容等 

 
 
  留意事項は以下の通り。 
 ・［年間学習計画］ 

今年１年間の学習内容と流れをつかみ，学習や進路に対する自身の目標をしっかり意識しよう。 
 

 ・［学習内容］ 
     各教科・科目における具体的な学習内容を示してある。教科書を中心にしながら，副教材やプリ 

ントなど授業で学習する内容を事前に知ることで，予習に役立てることができる。 
 

 ・［学習方法・心構え］ 
     学習を効果的に進めるためのポイント。我流の学習ではなく，その教科・科目の効果的な学習方

法を身につけること。真摯な態度，地道な努力を継続することが，学力向上に繋がる。 
 

 ・［到達目標］ 
     必ず理解しなければならない具体的な事項を示してある。具体的な目標を意識して学習に取り組 
     むことは，予習や復習の必要性を自覚することにもなり，学習内容を理解するために重要なこと 

である。定期考査をはじめ，諸考査やテストは，この目標への到達度を測るために行われるのは 
いうまでもない。 

 
 ・［自己評価］ 

     上記の到達目標に対して，理解できたかどうか，具体的な項目について自分で評価してみよう。 
自分の学習状況を自己点検することは，考査前や模試の直前チェックにも役立つなど，向上心を 
一層高揚して学習意欲を高めることになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 高校における学習の基本的な心構え                               

 
 

＜授業が基本＞ 
高校での勉強の中心は何と言っても授業である。毎日の授業を大切にし，教科書を完全にマスターす

れば目的は必ずや達成される。授業をおろそかにして，我流の勉強をすることは時間の浪費でしかない。

常に謙虚な気持ちを持ち，素直に先生方の指導に従おう。 
 
（１）高校の学習は予習が必須条件 

小中学校時代から聞き慣れた「予習」の意義を再度考えてみよう。人は長時間の緊張にはなか

なか耐えられないものである。本校では１日６～７時間の授業がある。予習の段階で，理解でき

る箇所と理解できない箇所，及び疑問点を明確にした上で授業に臨む習慣を身につけること。そ

うすることが結果的に時間の節約になると同時に，授業にも集中できる。教科書ガイドや友人の

ノートを写すといった楽な予習の愚かさを，理解できていない生徒はいないはずである。 
   「自力で問題を解決する力」は，日々の予習の習慣を通して身につけることのできるものであり，

一朝一夕にして成しうるものではない。予習の段階での疑問点をそのままにして授業に臨むので

はなく，自分なりに精一杯考えること。現在の高校生に一番求められている部分である。 
 
（２）授業の受け方 
    上記の予習ができていれば，授業中は「どうしてだろう」という問題解決への積極的な姿勢で

緊張感が張りつめているはずである。予習でも授業でも，理解できなかった箇所は教科担任に質

問し，必ずその日のうちに解決するように努めよう。 
 
（３）復習について 
    確実な学力を身につけるための要件として「予習」・「授業」と同様に重要なのが「復習」であ

る。 
① 暗記を必要としない学問は一つとしてない。とにかく，繰り返し覚えることである。 
② 「予習」・「授業」で理解したことが本当に身に付いているかどうか確認するために「練習問題」 

に当たって理解を深め，応用力の養成に努めよう。こうした自発的な学習が最も望ましい学習

であり，真の学力を身につける一番の近道である。地道な努力無くして栄光はあり得ない。 
 

＜読書力と文章力の養成について＞ 
教室で学ぶ知識事項は反復学習で確実に身につけなければならないが，それと同じくらい大切なこと

に「読書によって自分独自の教養世界」をつくることが挙げられる。大学入試では論文試験が主流にな

りつつある。様々なことについての知識を持つと同時に，自分なりの考えを表現する力・相手に伝える

力が求められている。こうした力を身につけるために，本や新聞を読む時間を確保し，文章の要旨や自

分なりの考えをまとめる習慣を身につけることが大切である。 

 
 



                                                

学習指導要領に基づく学習評価について 

 

 本校で目指す教育を明示した「スクールポリシー」の理念に沿い，学習指導要領に基づく学習評価として以下

のような観点別学習評価(以下，観点別評価という)を行います。 

【観点別評価について】 

各教科の教育活動については，シラバスにより大まかな流れ，各単元の学習計画により詳細を説明することに

なります。 

１ 観点別評価の目的 

（１）学習の進歩の状況や良い点などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感できるようにする。 

（２）各教科・科目等の目標の実現に向けた学習状況を把握するために，単元や題材など内容や時間のまとまり

を見通して，場面や方法を工夫しながら学習の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上と資質・

能力の育成を図る。 

２ 学習評価の方法 

①「知識・技能」②「思考・判断・表現」③「主体的に学習に取り組む態度」の３観点別に評価規準を定め， 

いずれも目標に準拠して，「A（十分満足できる）」，「B（概ね満足できる）」，「C（努力を要する）」の３段階で 

評価します。 

    観 点          評価のポイント   評価の材料 

「知識・技能」 ・各教科・科目における学習の過程を通した知識及び技能の習得

状況。 

・既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，他の

学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり，技

能を習得したりしているか。 

定期考査・小ﾃｽﾄ・振り返り

ｼｰﾄ等 

「思考・判断・表現」 ・各教科･科目の知識及び技能を活用して，課題を解決する等のた

めに必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているか。 

定期考査・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ・ﾜｰ

ｸｼｰﾄ・ﾉｰﾄ・発表・報告等 

「主体的に学習に取り組む態度」 ・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に

付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習の進め方に

ついて試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとし

ているか。 

授業や課題に取り組む姿

勢・ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾃｽﾄ・学習課題

帳の提出等 

【評定について】 

評定については，高等学校学習指導要領に示す各教科・科目の目標に基づき定めた，当該教科・科目の目標や

内容に照らして，その実現状況を総括的に次のように区分して評価します。 

「十分満足できるもののうち，特に程度が高い」状況と判断されるもの …………………… ５ 

「十分満足できる」状況と判断されるもの ……………………………………………………… ４ 

「おおむね満足できる」状況と判断されるもの ………………………………………………… ３ 

「努力を要する」状況と判断されるもの ………………………………………………………… ２ 

「努力を要すると判断されるもののうち，より努力が必要」な状況と判断されるもの …… １ 

 



鹿児島県立川内高等学校
スクール・ミッション及びスクール・ポリシー

校訓

自 律

敬 愛

剛 健

教育目標

目指す生徒像

人間性豊かで，積極的に他者と協働し，社会貢献をしようとする生徒

気力・体力・活力に満ち，粘り強く自己実現を目指す生徒

高い目標を掲げ，自らを律し，主体的に考え行動できる生徒

憲法及び教育基本法の精神を基に，「自律・敬愛・剛健」の校訓を人格形成の基本理念とし
て，文武両道への取組を通して「知・徳・体」の調和がとれた，心豊かで，たくましく，国際
的視野に立って主体的・創造的に生きる人間の育成を図る。

「確かな学力」「豊かな人間性」「変化の激しい未来を生きる力」の育成を目指す。

スクール・ミッション
薩󠄀摩川内市にある歴史と伝統ある普通科高校として，グローバルな視点で物事を考える力を
身に付けさせ，変化の激しい未来をしなやかに生き抜く力を育み，生徒の可能性を最大限に伸
ばし，他者と協働し積極的に社会貢献できる人材を育成する学校を目指します。

グラデュエーション・ポリシー（こんな資質・能力を育成します！）

① グローバルな視点で物事を考え，自ら判断し主体的に行動できる人材を育成する。
② 人間性豊かで多様な価値観を尊重し，他者と協働し積極的に地域や社会の発展に貢献できる
人材を育成する。
③ 知力と体力をそなえ，生涯にわたって意欲的に学び続け，積極的に未来を切り開こうとする
人材を育成する。

カリキュラム・ポリシー（こんな教育活動を展開していきます！）
① 人権教育を全ての教育の基本とし，家庭・地域及び関係機関と連携を図りながら，生徒
の「生きる力」」と「自他ともに尊重する心」を育成する教育活動を展開する。
② 生徒の学力向上と進路実現のために，学びの先を見据えた指導を展開する。
③ 文武両道の精神の下に教育環境の整備・充実に努め，部活動や学校行事等への積極的な
取組を通して，心身の健全な育成を図る。

アドミッション・ポリシー（こんな生徒を待っています！）
① 本校の教育方針をよく理解し，志望の動機と将来への目的意識がはっきりとしている生徒
② 基本的な生活習慣を身につけており，自らを律し他者を尊重し，けじめのある生活を送る
ことのできる生徒
③ 知的好奇心や探究心が旺盛で，主体的に粘り強く学習に取り組むことのできる生徒
④ 学校行事，部活動，生徒会活動，地域活動に積極的に取り組み，リーダーシップを発揮す
ることのできる生徒

スクール・ポリシー

探究力（追求力） 実行力思考力

多様な個性を尊重する態度 社会貢献自己肯定感

健康増進力 コミュニケーション力 俯瞰力



科 目 論理国語 学 年    2 年（文・理） 単位数    ２ 単位 

 

学習の到達目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して国語で的確に理解し効果的に表現する資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。 
⑴実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。【知技】 
⑵論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。【思判表】
（※該当領域：《書くこと》《読むこと》） 
⑶言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。【主態】 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

〈教科書〉『論理国語』(大修館書店)   

〈副教材〉漢字問題集他 

・休日課題問題集 

・教材プリント類 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点 

・論証や学術的な学習の基礎を学
ぶために，言語感覚を磨き語彙を豊
かにしている。 
・文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方や，文章の構成や展開の仕
方について理解を深めている。 
・情報を断層化して整理し，推論の
仕方について理解を深め使用して
いる。 

・《書くこと》において，様々な言語
活動を通し「題材の設定」「情報収集・
内容の検討」「構成の検討」「考えの形
成・記述」「推敲・共有」のために必
要な力を身に付けている。 
・《読むこと》において，様々な言語
活動をとおして，「構造と内容の把
握」「精査・解釈」「考えの形成・共有」
のために必要な多くの事項を身に付
けている。 

・言葉を通して積極的に他者や社
会に関わることで，言葉がもつ価値
への認識を深める努力をしようと
している。 
・我が国の言語文化の担い手であ
ることを自覚し，様々な言語活動や
読書を通してものの見方・感じ方・
考え方を更に深めようとしている。 

評

価

方

法 

定期考査・小テスト・振り返りシー
ト等 

定期考査・パフォーマンステスト・ワ
ークシート・ノート・作文等 

授業や課題に取り組む姿勢・言語活
動・パフォーマンステスト・学習課
題帳の提出等 

★ 探究力 思考力・コミュニケーション力 探究力・実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

学期 月 学習内容等 身に付けたい力 

 

１ 

学 

期 

 

  

 

 

 

 

２ 

学 

期 

 

 

  

 

 

 

 

   

３ 

学 

期 

 
４ 
５ 
６ 
７ 
 
 
  
 
９ 
10 
11 
12 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
２ 
３ 

    

《世界・言葉・私》 

・「世界を広げる『批評』の言葉」宇野 常寛 

・「対話の精神」平田 オリザ 

【言語活動】身近な言葉について，他社にもわかるように定義づ

けすることで、言葉の意義や機能について理解を深める。 

《芸術と文化》 

・「ミロのヴィーナス」清岡 卓行 

《共同体のいま》 
・「コミュニティから見た日本」広井 良典 
《科学の可能性》 

・「自己をモデル化する知能」石黒 浩 

・「人工知能の可能性と罠」西垣 通 

【言語活動】読み比べをとおし，立場を明確にして自分の意見

を書く。 

《日本語の多様性》  

・「敬語への自覚、他者への自覚」橋本 治 

《思考の枠組み》 

・「スキーマと記憶」今井 むつみ 

・「絵を見る技術」秋田 麻早子 

【言語活動】読み比べをとおし、図版資料から情報を抽出し、自

分が考えたことをまとめる。 

《社会の視点》 

・「分かち合う社会」山極 寿一 

《グローバル化の先へ》 

・「心に『海』を持って」山崎 正和 

 

①文章の種類を踏

まえ，内容や構成，

論理の展開などを

的確に捉える力。 

 

②文章の構成や論

理の展開，表現の仕

方について，書き手

の意図を多面的・多

角的な視点から批

評する力。 

 

③同じテーマにつ

いて，複数の文章を

読み比べることで，

多様な論点や異な

る価値観を知り,新

たな観点から自分

の考えを深めるこ

とのできる力。 

 

④自分の考えを文

章構成や展開，表現

の仕方を工夫しま

とめることのでき

る力。 

◇論理的文章をより深く理解し，

テーマに関して自分なりの考え

を持つこと。 

 

◇「読むこと・書くこと」の言語能

力を高め，読解力や思考力・表

現力を培う貴重な時間であること

を認識すること。 

 

◇予習や復習，宿題等にしっか

りと取り組むこと。 

 

◇忘れ物をせず，授業を真剣に

受けること。 

 

◇考査受験後，解けなかった問

題は訂正し，確実に理解するこ

と。 

 

◇日頃から，新聞を読んだり読

書をしたりして，様々な情報を取

捨選択する能力を身に付け，語

彙を増やしていくこと。 



科 目 文学国語 学 年     ２年（文系） 単位数    ２ 単位 

 

学習の到達目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して国語で的確に理解し効果的に表現する資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。 
⑴実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 
⑵考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
⑶言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。 
 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

〈教科書〉『文学国語』(大修館書店)   

〈副教材〉漢字問題集  

 

・休日課題問題集 

・教材プリント類 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点 

生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付け，言語文
化に対する理解を深めることがで
きるようにする。 

《読むこと》において，文学的文章を
通じて深く共感し，豊かに想像でき
る力を伸ばし，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを深められるようにしている。 
《書くこと》において，文章構成や展
開に関する知識を身に付け，表現で
きるようにしている。 

言葉を通して積極的に他者や社会
に関わったり，ものの見方・感じ方・
考え方を深めたりしながら，言葉が
もつ価値への認識を深めようとし
ている。また，読書に親しむことで
自己を向上させ，我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもとうと
している。 

評

価

方

法 

定期考査・小テスト・振り返りシー
ト等 

定期考査・パフォーマンステスト・ワ
ークシート・ノート・作等 

授業や課題に取り組む姿勢・パフォ
ーマンステスト・学習課題帳の提出
等 

★ 探究力 思考力・コミュニケーション力 探究力・実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

学期 月  学習内容等 付けたい力 

 

１ 

学 

期 

 

  

 

２ 

学 

期 

 

 

  

 

   

３ 

学 

期 

４ 
５ 
６ 
７ 
 
 
  
９ 
10 
11 
12 
 
 
 
 
１ 
２ 
３ 

    

《随想》 ・「18歳の選択」朝井 リョウ 
《小説》 ・「旅する本」石田 衣良 
 ※展開 「『旅する本』について」石田 衣良 
《詩・短歌・俳句》 ・短歌十三首、俳句十五句 
 ※展開 「共感と驚異」 
【言語活動】韻文作品を作り、互いに鑑賞する。 
 
《小説》 ・「山月記」中島 敦 
     ・「離さない」川上 弘美 
《随想・評論》・「浄瑠璃寺の春」堀辰雄 【言語活動】
「情景を描写する」を通して、相手に情景を伝える
ために表現技法を工夫する力を身につける。 
 
 
《小説》 ・「こころ」夏目 漱石 
《随想・評論》・「月の誤訳」多和田 葉子 
      ・「私の日本住居論」ドナルド・キーン 
【言語活動】読み手に印象的に伝えられることを意
識して、読書体験記の構成を考えて書く。 

  

・言葉には想像や

心情を豊かにする

働きがあることを

理解し，文学的文章

を読むことで，もの

の見方，感じ方，考

え方を深めること

ができる力。 

 

・文章の構成や展

開，表現の仕方を踏

まえ，解釈の多様性

について考察し，文

章の種類を踏まえ

て内容や構成，展

開，描写の仕方など

を的確に捉える力。 

 

・文学的文章を通

じ，語り手の視点や

場面の設定の仕方，

表現の特色につい

て的確に捉え，深め

た自分の考えを表

現する力。 

◇「文学国語」では，文学に
対してのより深い理解が要求
される。作品を味わうことはも
ちろん，文学の捉え方につい
ても考える時間にしたい。ま
た，「読むこと・書くこと」の言
語能力を中心に，読解力や
思考力・表現力を培う貴重な
時間であることを認識するこ
と。 
◇予習や復習，宿題等にし
っかりと取り組むこと。 
◇忘れ物をせず，授業を真
剣に受けること。 
◇考査受験後，解けなかっ
た問題は訂正し，確実に理
解すること。 
◇日頃から，新聞を読んだり
読書をしたりして，様々な情
報を取捨選択する能力を身
に付け，語彙を増やしていく
こと。 
 
 



科 目 古典探究 学 年 ２年（文・理） 単位数 ２ 単位 

 

学習の到達目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して国語で的確に理解し効果的に表現する資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。 
⑴ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに,我が国の伝統的な言

語文化に対する理解を深めることができるようにする。 
⑵ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人

のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。 

⑶ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

〈教科書〉『精選 古典探究』(第一学習社)   
〈副教材〉古文単語 古文文法 漢文句形 

・休日課題問題集 
・教材プリント類 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評

価

の

観

点 

生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付けている
とともに,我が国の伝統的な言語文
化に対する理解を深めている。 

《読むこと》において，論理的に考え
る力や深く共感したり豊かに想像し
たりする力を伸ばし，古典を通した
先人のものの見方，感じ方，考え方と
の関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めた
りしている。 
 

言葉を通して積極的に他者や社会
に関わったり，ものの見方，感じ方，
考え方を深めたりしながら，言葉が
もつ価値への認識を深めようとし
ている。また，古典に親しむことで
自己を向上させ，我が国の言語文化
の担い手としての自覚をもとうと
している。 

評

価

方

法 

定期考査・小テスト・振り返りシー
ト等 

定期考査・パフォーマンステスト・ワ
ークシート・ノート・発表・報告等 

授業や課題に取り組む姿勢・パフォ
ーマンステスト・学習課題帳の提出
等 

★ 探究力 思考力・コミュニケーション力 探究力・実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

学期 月  学習内容等 付けたい力 

 

１ 

学 

期 

 

  

 

 

 

２ 

学 

期 

 

 

  

 

  

  

３ 

学 

期 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

 

  

 

９ 

10 

11 

12 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

    

【古文】説話「古今著聞集」「沙石集」 
【漢文】故事・逸話「推敲」「呉越同舟」「知音」 
【古文】随筆「徒然草」「方丈記」 
【漢文】漢詩「中国の詩」「日本の詩」 
【言語活動】➀漢詩の字句や構成について考える。 

➁白居易と菅原道真の左遷の地での思いや詩の表

現の違いについて調べ考えを深める。 

 
【古文】物語「伊勢物語」「大和物語」 
【漢文】史伝「史記 本紀」 
【古文】物語「源氏物語」「大鏡」 
【漢文】文章「捜神記」他 
【言語活動】「酒虫」（芥川龍之介）との読み比べを通して、

芥川の制作意図を捉える。 

 
 
 
【古文】日記「蜻蛉日記」「更級日記」 
【漢文】思想「孟子」「老子」「荘子」「韓非子」 
【言語活動】論語と老子の読み比べを通して、二つの思想

の違いについて理解を深める。 
【古文】物語「大鏡」 
【古文】和歌・歌謡・歌論 
 
 

・古文・漢文を読む

ための基礎知識を

身に付け,古典作品

の特質について理

解できる。 

 

 

・物語や随筆，日記

から,作者の考えや

書かれた時代につ

いて理解できる。 

・漢文の史伝や物

語を読み,内容や展

開,主張を的確に捉

えることができる。 

 

・思索的な文章で

書かれた古文・漢文

を読み,作者の考え

を的確に捉える事

ができる。 

・和歌の表現や技

法を理解し,観賞す

ることができる。 

 

〈予習のしかた〉 

①教科書をしっかりと読む。 

②古文については，本文をノ

ートに写し，古語辞典でわか

らない単語の意味を調べなが

ら，自分なりの口語訳をする。 

③漢文については，白文・書き

下し文をノートに書き，漢和

辞典でわからない単語の意味

や句法を調べながら，自分な    

りに口語訳をする。 

〈復習のしかた〉 

①予習の時点でわからなかっ

たところが，理解できたか確

認する。 

②授業で学んだ内容を再度確

認する。 

③教科書に出てきた内容と関

連するいろいろな本を探し

て，発展的な読書を心がける。 

④考査受験後，解けなかった

問題は訂正し，確実に理解す

る。 

 



科 目 世界史探究 学 年 ２学年（選択） 単位数 文系：３／理系：２ 単位 

学習の 

到達目標 

 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通し

て，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1)世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連

付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的

に調べまとめる技能を身に付ける。 

(2) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推

移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・

多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，

考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関する諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課

題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通し

て涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重す

ることの大切さについての自覚などを深める。 

【使用教材】 

教科書・副教材 課題等 

（教）『詳説 世界史』（山川出版社） 

（副）アカデミア世界史（浜島書店） 

  授業用詳説世界史整理ノート（山川出版社） 

『新世界史研究ノート』（啓隆社） 

『詳説 世界史 10分間テスト』等  

 

【目指す能力と評価について】 

 目指す能力・評価の観点 主な評価方法 

知
識
・
技
能 

①地球の誕生や人類の誕生を視野に入れつつ，古代文明の形成から

現代に至る世界の歴史の展開を扱い，諸地域の歴史的特質の形成，

諸地域の交流・再編，諸地域の結合・変容という大きな枠組みを基

に，世界の歴史を大きく捉えることができるようにする。 

②小・中学校で習得した知識を基に新たに学ぶ知識との関わりを見

いだし，世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理

解する。 

③文献や絵図，遺物，遺構，地図，統計など歴史学習に関わる様々

な資料から必要なものを取捨選択し，有効に活用できる。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.まとめ作品や発表の内容 

思
考
・
判
断
・
表
現 

①「世界史探究」において養われる思考力・判断力を，社会的事象

の歴史的な見方・考え方を働かせて，多面的，多角的に考察できる。 

②歴史に見られる課題を把握し，その解決を視野に入れて自分の意

見や考えをまとめ，課題解決の在り方を問う力を高める。 

③歴史に関わる事象の意味や意義について，資料等を適切に用い，

自分の考えを論理的に説明，論述，議論する表現力を身に付ける。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.授業中の発表内容 

主
体
的
に
学
習
に 

 

取
り
組
む
態
度 

①歴史に関わる諸事象について，自ら関心もって学習に取り組むと

ともに，学習を通してさらに関心を喚起し，探究しようとしている。

②日本の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大

切さについての自覚を深め，学びに向かう力を養う。 

③示された課題に対し，前向きかつ積極的に取り組む。 

a.授業中の発表内容 

b.課題への取組・提出状況 

c.考査等への取組状況 

川内高校グランド 

デザインとの関連 

知識・技能 思考力，実行力 

思考・判断・表現 思考力，コミュニケーション力，自己肯定感 

主体的に学習に取り組む態度 実行力，多様な個性を尊重する態度，俯瞰力，社会貢献 



【学習内容】 ※月と配当時間は目安 

 月 時間 指導内容・考査計画 

１

学

期 

 

４～６ 

 

 

 

７ 

 

 

20 

 

 

４ 

第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形成 

第１章 諸地域の古代文明 

第２章 中央ユーラシアと東アジア世界 

第３章 南アジア世界と東南アジア世界の展開            

第４章 西アジアと地中海周辺の国家形成              １学期末考査 

第５章 イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の形成 

２

学

期 

 

 

８ 

９・10 

 

11 

 

12 

 

 

２ 

14 

 

８ 

 

２ 

         ２学期課題・実力考査 

 第Ⅱ部 諸地域の交流・再編 

第６章 イスラーム教の伝播と西アジアの動向           ２学期中間考査 

第７章 ヨーロッパ世界の変容と展開                                

第８章 東アジア世界の展開とモンゴル帝国            ２学期実力考査 

第９章 大交易・大交流の時代 

第１０章 アジア諸国の繁栄                       ２学期末考査 

第１１章 近世ヨーロッパ世界の動向 

３

学

期 

 

 

１・２ 

３ 

 

 

12 

 ３ 

３学期課題・実力考査 

第Ⅲ部 諸地域の結合・変容 

第１２章 産業革命と環大西洋革命               学年末考査 

第１３章 イギリスの優位と欧米国民国家の形成            

                               （３学年へと継続） 

 

【定期，課題・実力考査に関して】 

 ■ 定期考査は範囲を毎回指定します。課題・実力考査は基本的に「既習事項全て」を範囲とします。 

 ■ 定期考査は日頃の授業内容の理解・定着度の確認の意味合いを持ちます。基本的に習ったことが出題さ

れるので，点数が取れない＝勉強・対策不足です。指定された範囲を何度も学習し考査に臨むこと。 

■ 課題・実力考査は共通テストや対外模試を強く意識して出題します。様々な解答方法に対応できるよう

実力養成に努めてください。 

 

【学習上のアドバイス】 

 ① 教材の忘れ物を絶対にしない。毎回の授業を大切にしましょう。課題提出を指示された場合は，必ず

記名して〆切厳守で提出する。未提出や無断での〆切遅れには厳しく対処します。 

 ② 授業での理解が第一です。授業があった日に家で「その日の授業内容が再現できるか」「他人に『こう

いう授業内容だったよ』と伝えられるか」ができていればＯＫです。また，予習は特に必要ありません。

授業→復習を徹底する。 

 ③ 長期休業中や考査前以外に特別な課題等を課すことはありませんが，②が徹底されず，定着が悪いと

教科担が判断した場合はその都度，個人・学級単位で特別課題を課すことがあります。この課題の取組・

提出は評価に算入するものとします。 

 ④ 語句の丸暗記では考査や模試，共通テストに対応できません。覚えなければならない語句や地名等は

ありますが，暗記中心の学習ではなく，理解し説明できるまでの学習の確立に努めましょう。 

 ※ その他，疑問点等があれば教科担に質問してください。 



科 目 地理探究 学 年 ２学年（選択） 単位数 文系：３／理系：２ 単位 

学習の 

到達目標 

 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通し

て，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性,傾向性や,世界の諸地域の地

域的特色や課題などを理解するとともに，地図や GIS などを用いて，調査や諸資料から地理

に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

(2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境

との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，系統地理的，地誌的に概念な

どを活用して多面的・多角的に考察し，地理的な課題の解決に向けた構想力や，考察・構想し

たことの説明力，それらを基にした議論能力を養う。 

(3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に

探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される

日本国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重使

用することの大切さについての自覚などを深める。 

【使用教材】 

教科書・副教材 課題等 

（教）『新詳 地理探究』（帝国書院），『新詳高等地図』（帝国書院） 

（副）『新詳地理資料 COMPLETE 2024』（帝国書院） 

 

 ※授業中に補足プリントや資料等を適宜配布する 

『’24 新地理の研究』（啓隆社） 

 ※長期休業中の課題等につい 

ては授業中に別途指示する 

ことがある。 

【目指す能力と評価について】 

 目指す能力・評価の観点 主な評価方法 

知
識
・
技
能 

①世界の空間的な諸事象の規則性や傾向性，世界の諸地域の地域的

特色や課題を理解するために情報を収集し，情報手段の特性や情報

の正しさなどに留意しながら正しく判断できる。 

②収集した情報を全体の傾向性や取捨選択，複数の情報の関連性・

共通性や創意性などに注意して読み取ることができる。 

③基礎的な情報，資料を基に自分の尺度で分類・整理し，地図やGIS

などを使って他の人に分かりやすいようにまとめることができる。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.まとめ作品や発表の内容 

思
考
・
判
断
・
表
現 

①一次情報を基にして思考を高め，すぐに解答できないこと，答え

が存在しない問いに対して自らの知識や得られた情報を基に多面

的・多角的に粘り強く思考することができる。 

②一般的な価値尺度に加え，自らの価値基準を用いて情報や事項の

真偽を判断し，自らの思考・判断の過程を適切な手段や表現方法で

他人に分かりやすく伝え，議論することができる。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.授業中の発表内容 

 

主
体
的
に
学
習
に 

 

取
り
組
む
態
度 

①１つの情報だけに依拠せず，複数の情報を得て自らの思考や判断

の材料を増やし，補強しようとしながら，与えられた情報のみにと

どまらず，より広範な観点から課題解決に取り組もうとしている。 

②将来を担う一員としての自覚を持ち，地理的な見方・考え方を通

した真偽や公正・正義などの判断尺度を持ちながら，主体的に探究

していこうとしている。 

a.授業中の発表内容 

b.課題への取組・提出状況 

c.考査等への取組状況 

川内高校グランド 

デザインとの関連 

知識・技能 思考力，実行力 

思考・判断・表現 思考力，コミュニケーション力，自己肯定感 

主体的に学習に取り組む態度 実行力，多様な個性を尊重する態度，俯瞰力，社会貢献 



【学習内容】 ※月と配当時間は目安 

 月 時間 指導内容・考査計画 

１

学

期 

 

 

４～６ 

 

７ 

 

 

20 

 

４ 

第１部 現代世界の系統地理的考察 

第１章 自然環境 

１ 地形 ／ ２ 気候 

１学期末考査 

  ３ 日本の自然環境 ／ ４ 地球環境問題（※２学期へ継続） 

２

学

期 

８ 

 

 

９・10 

 

11 

12 

 

２ 

 

14 

 

８ 

２ 

  ２学期課題・実力考査 

４ 地球環境問題 

 第２章 資源と産業 

  １ 農林水産業 ／ ２ 食料問題 

 ２学期中間考査 

３ エネルギー・鉱産資源              ２学期実力考査 

  ４ 資源・エネルギー問題 （※３学期へ継続）       ２学期末考査 

３

学

期 

１ 

 

２ 

３ 

 

２ 

 10 

３ 

３学期課題・実力考査 

４ 資源・エネルギー問題 

５ 工業                        学年末考査 

６ 第３次産業 

 

【定期，課題・実力考査に関して】 

 ■ 定期考査は範囲を毎回指定します。課題・実力考査は基本的に「既習事項全て」を範囲とします。 

 ■ 定期考査は日頃の授業内容の理解・定着度の確認の意味合いを持ちます。基本的に習ったことが出題さ

れるので，点数が取れない＝勉強・対策不足です。指定された範囲を何度も学習し考査に臨むこと。 

■ 課題・実力考査は共通テストや対外模試を強く意識して出題します。様々な解答方法に対応できるよう

実力養成に努めてください。 

 

 

【学習上のアドバイス】 

 ① 教材の忘れ物を絶対にしない。毎回の授業を大切にしましょう。課題提出を指示された場合は，必ず

記名して〆切厳守で提出する。未提出や無断での〆切遅れには厳しく対処します。 

 ② 授業での理解が第一です。授業があった日に家で「その日の授業内容が再現できるか」「他人に『こう

いう授業内容だったよ』と伝えられるか」ができていればＯＫです。また，予習は特に必要ありません。

授業→復習を徹底する。 

 ③ 長期休業中や考査前以外に特別な課題等を課すことはありませんが，②が徹底されず，定着が悪いと

教科担が判断した場合はその都度，個人・学級単位で特別課題を課すことがあります。この課題の取組・

提出は評価に算入するものとします。 

 ④ 語句の丸暗記では考査や模試，共通テストに対応できません。覚えなければならない語句や地名等は

ありますが，暗記中心の学習ではなく，理解を中心とした学習の確立に努めましょう。 

 ⑤ 初めて見る図表グラフやデータに対し，自分の持っている知識をどうあてはめるのか，あるいはどの

ように解釈したら学習したことに合致するかを考えていく「パズル的」な要素を多く含みます。ぜひ，

「問題が解ける」楽しみを味わいながら学習を進めてください。 

 

 ※ その他，疑問点等があれば教科担に質問してください。 



科 目 日本史探究 学 年 ２学年（選択） 単位数 文系：３／理系：２ 単位 

学習の 

到達目標 

 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通し

て，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会

の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総

合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に付ける。 

(2) 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推

移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角

的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考

察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 我が国の歴史の展開に関する諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に

探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される

日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切

さについての自覚などを深める。 

 

【使用教材】 

教科書・副教材 課題等 

（教）『詳説 日本史』（山川出版社） 

（副）『新日本史要点ノート（新課程版）』（啓隆社）， 

（副）『新詳日本史』（浜島書店） 

 ※授業中に補足プリントや資料等を適宜配布する 

『新日本史研究ノート』（啓隆社） 

 ※長期休業中の課題等につい 

ては授業中に別途指示する 

ことがある。 

 

【目指す能力と評価について】 

 目指す能力・評価の観点 主な評価方法 

知
識
・
技
能 

①日本の歴史の展開について，世界史的視野に立って各時代の特色

及び変遷を総合的に考察し，伝統と文化について認識を深める。 

②時間軸の中での連続性や，地域と日本，世界の空間的な認識，政

治や経済，社会，文化，国際環境の変化など様々な面から捉える。 

③文献や絵図，遺物，遺構，地図，統計など歴史学習に関わる様々

な資料から必要なものを取捨選択し，有効に活用できる。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.まとめ作品や発表の内容 

思
考
・
判
断
・
表
現 

①「日本史探究」において養われる思考力・判断力を，社会的事象

の歴史的な見方・考え方を働かせて，多面的，多角的に考察できる。 

②歴史に見られる課題を把握し，その解決を視野に入れて自分の意

見や考えをまとめ，課題解決の在り方を問う力を高める。 

③歴史に関わる事象の意味や意義について，資料等を適切に用い，

自分の考えを論理的に説明，論述，議論する表現力を身に付ける。 

a.定期・実力考査 

b.単元ごとの評価課題 

c.課題やノート等の提出 

d.授業中の発表内容 

主
体
的
に
学
習
に 

 

取
り
組
む
態
度 

①歴史に関わる諸事象について，自ら関心もって学習に取り組むと

ともに，学習を通してさらに関心を喚起し，探究しようとしている。

②日本の歴史に対する愛情，他国の文化を尊重することの大切さに

ついての自覚を深め，学びに向かう力を養おうとしている。 

③示された課題に対し前向きかつ積極的に取り組もうとしている。 

a.授業中の発表内容 

b.課題への取組・提出状況 

c.考査等への取組状況 

川内高校グランド 

デザインとの関連 

知識・技能 思考力，実行力 

思考・判断・表現 思考力，コミュニケーション力，自己肯定感 

主体的に学習に取り組む態度 実行力，多様な個性を尊重する態度，俯瞰力，社会貢献 



【学習内容】 ※月と配当時間は目安 

 月 時間 指導内容・考査計画 

１

学

期 

 

４～６ 

 

 

７ 

 

20 

 

 

４ 

第１部 原始・古代 

第１章 日本のあけぼの 

第２章 古墳とヤマト政権 

第３章 律令国家の形成                          １学期末考査 

第４章 貴族政治の展開 

２

学

期 

 

 

８ 

９・10 

11 

 

12 

 

 

２ 

14 

８ 

 

２ 

  第３回実力考査 

第Ⅱ部 中世 

第５章 院政と武士の躍進                         

第６章 武家政権の成立             ２学期中間考査 第４回実力考査                 

第７章 武家政権の成長                          ２学期末考査 

第Ⅲ部 近世 

第８章 近世の幕開け                  

３

学

期 

 

１・２ 

３ 

 

12 

 ３ 

第５回実力考査 

第９章 幕藩体制の成立と展開                       学年末考査 

第 10 章 幕藩体制の動揺   （３学年へと継続） 

 

【定期，課題・実力考査に関して】 

 ■ 定期考査は範囲を毎回指定します。課題・実力考査は基本的に「既習事項全て」を範囲とします。 

 ■ 定期考査は日頃の授業内容の理解・定着度の確認の意味合いを持ちます。基本的に習ったことが出題さ

れるので，点数が取れない＝勉強・対策不足です。指定された範囲を何度も学習し考査に臨むこと。 

■ 課題・実力考査は共通テストや対外模試を強く意識して出題します。様々な解答方法に対応できるよう

実力養成に努めてください。 

 

【学習上のアドバイス】 

 ① 教材の忘れ物を絶対にしない。毎回の授業を大切にしましょう。課題提出を指示された場合は，必ず

記名して〆切厳守で提出する。未提出や無断での〆切遅れには厳しく対処します。 

 ② 授業での理解が第一です。授業があった日に家で「その日の授業内容が再現できるか」「他人に『こう

いう授業内容だったよ』と伝えられるか」ができていればＯＫです。また，予習は特に必要ありません。

授業→復習を徹底する。 

 ③ 長期休業中や考査前以外に特別な課題等を課すことはありませんが，②が徹底されず，定着が悪いと

教科担が判断した場合はその都度，個人・学級単位で特別課題を課すことがあります。この課題の取組・

提出は評価に算入するものとします。 

 ④ 語句の丸暗記では考査や模試，共通テストに対応できません。覚えなければならない語句や人名・事

件等はありますが，暗記中心の学習ではなく，理解を中心とした学習の確立に努めましょう。 

 ⑤ 初めて見る史料やグラフやデータに対し，自分の持っている知識をどうあてはめるのか，あるいはど

のように解釈したら学習したことに合致するかを考えていく「パズル的」な要素を多く含みます。ぜひ，

「問題が解ける」楽しみを味わいながら学習を進めてください。 

 

 ※ その他，疑問点等があれば教科担任に質問してください。 



令和７年度 公民科「公共」シラバス 
 

教 科 公 民 科 目 公 共 ２年必修 単位数 ２単位 

【学習目標】 
① 人間と社会についての見方・考え方を働かせる。 
② 現代の諸課題を追求したり解決したりする活動を行う。 
③ 広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な社会の形成者に必要な公民として

の資質・能力を育成する。 

【使用教材】 
〈教科書〉 高等学校 公共―私たちがひらく未来・社会―(清水書院) 
〈副教材〉 高等学校公共ワークノート(清水書院) 

【学習姿勢・学習方法】 
① 「公共」は単なる暗記科目ではない。教科書をよく読み，教科書の重要語句は前後の文章のなかで覚え，事項の関
連性を理解することを重視すること。 

② 授業中心の学習に心がけること。また，復習を重視し，既習範囲はその都度確実にマスターしていくこと。考査
や模試で問われた内容や新しく得た知識をノートに書き込むなどして，自分だけの「参考書」を作りあげていこう。 

 
○観点別学習状況の評価 

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】 

・現代の諸課題を捉え考察し、選択・
判断するための手掛かりとなる概念
や理論について理解している。   
・諸資料から、倫理的主体などとして
活動するために必要となる情報を適
切かつ効果的に調べまとめることが
できる。              

・現実社会の諸課題の解決に向けて、
選択・判断の手掛かりとなる考え方や
公共的な空間における基本的原理を
活用して、事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力や、合意形
成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力がある。 

・よりよい社会の実現を視野に現代の
諸課題を主体的に解決しようとして
いる。 
・多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される現代社会に生きる
人間としての在り方生き方について
の自覚、国民主権を担う公民として各
国民が協力し合うことの大切さの自
覚などを深めようとしている。 

 
○学習計画と評価の方法 

月 学習内容 評価の方法 

４
月 

第1編 第1章 公共的な空間をつくる私たち 

１ 私たちの人生と社会 
２ 青年期の心理と課題 
３ 哲学の始源と発展 
４ 一神教の教え 
５ 東洋の宗教と思想（１） －仏教 
６ 東洋の宗教と思想（２） －儒教 
７ 日本の風土と神仏への信仰 
８ 江戸時代の学問と近代化への歩み 

【知識・技能】【思考・判断・表現】統計データ・新聞・
原典資料・芸術作品などからの読み取り、ワークシート、
小テスト 
【主体的な態度】ディスカッション、プレゼンテーショ
ン、レポート 

５
月 

第1編 第2章 公共的な空間における人間 

１ 義務論と功利主義 
２ 生命倫理 
３ 環境倫理 

【知識・技能】【思考・判断・表現】ケーススタディ、新
聞などからの読み取り、ワークシート、定期テスト 
【主体的な態度】ディスカッション、プレゼンテーショ
ン、レポート 

第1編 第3章 公共的な空間における基本原理 

１ 近代的人間像の誕生（１）－近代の始まり 
２ 近代的人間像の誕生（２）－科学的な思考 
３ 国家社会と人間性（１）－社会契約説 
４ 国家社会と人間性（２）－ヘーゲルとマルクス 
５ 国家社会と人間性（３）－実存主義 
６ 公共性の復権と他者についての思考 
７ 公正な社会と個人－現代の政治思想 

【知識・技能】【思考・判断・表現】原典資料・著作物な
どからの読み取り、ワークシート、小テスト 
【主体的な態度】ディスカッション、レポート 

６
月 

７
月 

第2編 第1章 民主政治の原理 

１ 近代国家と立憲主義 
２ 日本国憲法の成立 

【知識・技能】憲法・原典資料などからの読み取り、ワ
ークシート、定期テスト 



【思考・判断・表現】【主体的な態度】ディスカッション、
レポート 

第2編 第2章 人権の尊重と日本国憲法 

１ 日本国憲法の三原理と人権保障 
２ 平和主義と国際社会 
３ 平等権 
４ 自由権 
５ 社会権 
６ 参政権の保障と国務請求権 
７ 新しい人権 
８ グローバル化と国際人権 

【知識・技能】憲法・人権諸条約・新聞などからの読み
取り、ワークシート、小テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ディスカッション、
作文 

９
月 

10
月 

第3編 第1章 民主政治の成立と課題 

１ 自由民主主義の成立と危機 
２ 現代の民主主義と課題 
３ 世論の形成と民主社会 
４ 政治参加と主権者（有権者） 
５ 選挙と政党 

【知識・技能】新聞などからの読み取り、ワークシート、
定期テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ディスカッション、
模擬活動（模擬投票など） 

第3編 第2章 日本の政治機構 

１ 国会の役割としくみ 
２ 内閣と行政機関 
３ 裁判所の役割としくみ 
４ 市民生活と司法参加 
５ 地方自治と住民の生活 

【知識・技能】憲法・新聞などからの読み取り、ワーク
シート、小テスト 
【主体的な態度】【思考・判断・表現】ディスカッション、
模擬活動（模擬国会や模擬裁判など） 

11
月 

第3編 第3章 国際政治のしくみと役割 

１ 国際政治の成り立ち 
２ 国際連合の設立とその役割 
３ 冷戦とその終焉 
４ 軍縮と安全保障 
５ リージョナリズム 
６ グローバル化と国家 

【知識・技能】国連・外務省資料や新聞などからの読み
取り、ワークシート、小テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ディスカッション、
模擬活動（模擬国連など） 

12
月 

第3編 第4章 国際政治の現状と課題 

１ 現代の紛争 
２ 多文化・多民族社会に向けて 
３ 移民と難民 
４ 日本の戦後外交と課題 

【知識・技能】国連・外務省資料や新聞などからの読み
取り、ワークシート、定期テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ケーススタディ、
ディスカッション、レポート 

第4編 第1章 私たちと経済活動 

１ 私たちと経済 
２ 仕事と社会 
３ 国民経済とGDP 

【知識・技能】新聞などを使ったワークシート、小テス
ト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ケーススタディ、
ディスカッション、レポート 

１
月 

第4編 第2章 経済社会のしくみと役割 

１ 社会のしくみとしての市場 
２ 市場の機能 
３ 市場の限界 
４ 金融とそのはたらき 
５ 財政とそのはたらき 
６ 現代の企業 
７ 労働問題 
８ 社会保障の役割 
９ 少子高齢化と財政の維持可能性 

【知識・技能】新聞などからの読み取り、ワークシート、
小テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ケーススタディ、
ディスカッション、プレゼンテーション、模擬活動 

２
月 

３
月 

第4編 第3章 国際経済の現状と課題 

１ 国際取り引きと国際収支 
２ 自由経済とグローバル化 
３ 国際経済のこれから 

【知識・技能】統計データ・新聞などからの読み取り、
ワークシート、小テスト 
【思考・判断・表現】【主体的な態度】ケーススタディ、
ディスカッション、レポート 

 



科 目 数学Ⅱ 学 年 ２年文系 単位数 ３単位 

 

学習の到達目標 
 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ⅱ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分の考
えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解してい
る。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けている。 

・座標平面上の図形について構成要素
間の関係に着目し，方程式を用いて
図形を簡潔・明瞭・的確に表現した
り，図形の性質を論理的に考察した
りする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に
考察する力，関数の局所的な変化に
着目し，事象を数学的に考察したり，
問題解決の過程や結果を振り返って
統合的・発展的に考察したりする力
を身に付けている。 

・数学のよさを認識し数学を
活用しようとしたり，粘り
強く柔軟に考え数学的論拠
に基づき判断しようとした
りしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

第３章 図形と方程式 
 
第４章 三角関数 
 
第５章 指数関数と対数関数 
 
第６章 微分法と積分法 
 
 
 
 
 
問題演習・記述対策 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 



科 目 数学Ⅱ 学 年 ２年理系 単位数 ３単位 

学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ⅱ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分の考
えについての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解してい
る。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けている。 

・座標平面上の図形について構成要 
素間の関係に着目し，方程式を用い
て図形を簡潔・明瞭・的確に表現し
たり，図形の性質を論理的に考察し
たりする力，関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を数
学的に考察する力，関数の局所的な
変化に着目し，事象を数学的に考察
したり，問題解決の過程や結果を振
り返って統合的・発展的に考察した
りする力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し数学を
活用しようとしたり，粘り
強く柔軟に考え数学的論拠
に基づき判断しようとした
りしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

第３章 図形と方程式 
 
第４章 三角関数 
第５章 指数関数と対数関数 
第６章 微分法と積分法 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 
・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的な
学習習慣を身につけること。 
・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的に
説明すること。 
・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保すること。 
 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 

 



科 目 数学Ⅲ 学 年 ２年理系 単位数 １単位 

学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ⅲ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅲ＋Ｃ（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅲ＋Ｃ（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・極限，微分法及び積分法について
の概念や原理・法則を体系的に理
解している。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりすることに関する技能を身
に付けている。 

・数列や関数の値の変化に着目し， 
極限について考察したり，関数関係
をより深く捉えて事象を的確に表
現し，数学的に考察したりする力，
いろいろな関数の局所的な性質や
大域的な性質に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や
結果を振り返って統合的・発展的に
考察したりする力を身に付けてい
る。 

・数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとした
り，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１章 関数 
第２章 極限 
第３章 微分法 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 
・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的な
学習習慣を身につけること。 
・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的に
説明すること。 
・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保すること。 
 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 

 



科 目 数学Ｂ 学 年 ２年文系 単位数 １単位 

 

学習の到達目標 
 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ｂ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的
に理解している。 

・数学と社会生活との関わりにつ
いて認識を深めている。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりすることに関する技能を身
に付けている。 

・離散的な変化の規則性に着目し，事
象を数学的に表現し考察する力，確
率分布や標本分布の性質に着目し，
母集団の傾向を推測し判断したり，
標本調査の方法や結果を批判的に考
察したりする力，日常の事象や社会
の事象を数学化し，問題を解決した
り，解決の過程や結果を振り返って
考察したりする力を身に付けてい
る。 

・数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとした
り，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

 
 
 
 
 
 
 
第１章 数列 
 
 
 
第２章 統計的な推測 
問題演習・記述対策 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 



科 目 数学Ｂ 学 年 ２年理系 単位数 ２単位 

学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ｂ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・数列，統計的な推測についての基
本的な概念や原理・法則を体系的
に理解している。 

・数学と社会生活との関わりにつ
いて認識を深めている。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりすることに関する技能を身
に付けている。 

・離散的な変化の規則性に着目し， 
事象を数学的に表現し考察する力，
確率分布や標本分布の性質に着目
し，母集団の傾向を推測し判断した
り，標本調査の方法や結果を批判的
に考察したりする力，日常の事象や
社会の事象を数学化し，問題を解決
したり，解決の過程や結果を振り返
って考察したりする力を身に付け
ている。 

・数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとした
り，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

 
 
 
 
 
 
第１章 数列 
第２章 統計的な推測 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 
・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的な
学習習慣を身につけること。 
・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的に
説明すること。 
・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保すること。 
 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 

 



科 目 数学Ｃ 学 年 ２年文系 単位数 １単位 

 

学習の到達目標 
 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ｃ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・ベクトル，平面上の曲線と複素数
平面についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解してい
る。 

・数学的な表現の工夫について認
識を深めている。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりすることに関する技能を身
に付けている。 

・大きさと向きをもった量に着目し，
演算法則やその図形的な意味を考察
する力，図形や図形の構造に着目し，
それらの性質を統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事
象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を
身に付けている。 

・数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとした
り，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
第１章 平面上のベクトル 
第２章 空間のベクトル 
 
 
問題演習・記述対策 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 



科 目 数学Ｃ 学 年 ２年理系 単位数 １単位 

学習の到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
【知識・技能】 
・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。 

【思考・判断・表現】 
・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付け
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断したりしようとする。 

・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとしたりする。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

「高等学校 数学Ｃ」（数研出版） 
 

・クリアー数学Ⅱ＋Ｂ＋C（数研出版） 
・チャート式 基礎からの数学Ⅱ+Ｂ+C（数研出版） 

【目指す能力と評価について】          ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
の
観
点 

・ベクトル，平面上の曲線と複素数
平面についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解してい
る。 

・数学的な表現の工夫について認
識を深めている。 

・事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理し
たりすることに関する技能を身
に付けている。 

・大きさと向きをもった量に着目し，
演算法則やその図形的な意味を考
察する力，図形や図形の構造に着目
し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用い
て事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を身に付けている。 

・数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとした
り，粘り強く柔軟に考え数
学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。 

・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしてい
る。 

評
価
方
法 

小テスト 
定期考査・実力考査 

小テスト 
定期考査・実力考査 

ノート 
復習プリント 
休日課題・長期休業中の課題 
授業態度 

★ 探究力（追求力） 思考力・俯瞰力・コミュニケーション力 実行力・自己肯定感 

【学習内容】                              【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳細

については，後日示します。 

学期 学 習 内 容 等 主な考査 

 
１ 
学 
期 
 
 
２ 
学 
期 
 
３ 
学 
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
第１章 平面上のベクトル 
第２章 空間のベクトル 

第１回実力考査 
第２回実力考査（中間考査） 
 
１学期期末考査 
第３回実力考査 
 
２学期中間考査 
学びの基礎診断（第４回実力考査） 
２学期期末考査 
 
第５回実力考査 
学年末考査 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 
・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的な
学習習慣を身につけること。 
・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的に
説明すること。 
・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保すること。 
 

・予習・復習を欠かさず，授
業に全力で集中すること。 

・自分の頭で考え，自分の力
で解く姿勢をもち，積極的
な学習習慣を身につける
こと。 

・自分が学習したことを深
めるために，他者へ論理的
に説明すること。 

・自宅での学習は少なくと
も１時間以上確保するこ
と。 

 



科 目 物理基礎・物理 学 年   ２・３年 単位数  物理基礎２年２単位 

物理２年２単位・３年４単位 

 

学習の到達目標 
物理的な事物・現象についての観察,実験などを行い,自然に対する関心や探求心を高め,物理学的に探求す

る能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を理解させ,科学的な自然観を育成する。 

【使用教材】 

 教科書・副教材  課題帳等 

〔教科書〕数研出版「物理基礎」 
数研出版「総合物理１」「総合物理２」 

〔副教材〕数研出版「リードα物理基礎・物理」 

数研出版「フォローアップ・ドリル」 
 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点 

 知識の習得や知識の概念的な理
解，実験操作の基本的な技術の習得
ができている。 

 習得した「知識・技能」を活用して
課題を解決できる思考力・判断力・表
現力などを身につけている。 

 知識・技能の習得や思考力・判断
力・表現力などを身につける過程に
おいて，粘り強く学習に取り組んで
いるか，自ら学習を調整しようとし
ている。 

評
価
方
法 

定期考査，実力考査，授業プリント・ワークシート，実験報告書，課題の取組・提出状況，訂正ノート 等 
① 知識・技能 
 授業中の発言や記述の内容，ペーパーテストなどから状況をみる。観察，実験において，基本操作を習得する
とともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理，資料の活用の仕方などを身に付けているかについて，
行動や記述の内容，パフォーマンステストなどから状況をみる。 
② 思考・判断・表現 
 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を解釈し表現する
など，科学的に探究する過程において思考・判断・表現しているかを，発言や記述の内容，ペーパーテストなど
から状況をみる。 
③ 主体的に学習に取り組む態度 
 自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
るかを，発言や記述の内容，行動などから状況をみる。 
 

★ 探求力(追求力)） 思考力，実行力 コミュニケーション力，実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

学期 月  学習内容等 付けたい力 
２ 
年 
１ 
学 
期 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
学 
期 
 
 

４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 
  
 
９ 
 
 
 
 

第１編 力と運動 

第１章 運動の表し方 

１．速度 

２．加速度 

３．落体の運動 

第２章 運動の法則 

１．力のはたらき 

２．力のつり合い 

３．運動の法則 

４．摩擦を受ける運動 

５．液体や気体から受ける力 

６．剛体にはたらく力のつり合い 

 第３章 仕事と力学的エネルギー 

  １．仕事 

  ２．運動エネルギー 

  ３．位置エネルギー 

  ４．力学的エネルギーの保存 

 第４章 運動量の保存 

  １．運動量と力積 

  ２．運動量保存則 

  ３．反発係数 

 第５章 円運動と万有引力 

  １．等速円運動 

  ２．慣性力 

  ３．単振動 

  ４．万有引力 

（1） 物理の基本
的な概念や原理・
法則の理解を深
め，科学的に探究
するために必要
な観察，実験など
に関する技能。 
 
 
（2） 観察，実験
などを行い，科学
的に探究する力。 
 
 
（3） 物理的な事
物・現象に主体的
に関わり，科学的
に探究しようと
する態度。 

⑴ 予習において教科書を
開き，授業で学習する内容
の概要を把握する。 
⑵ 授業中は内容について
しっかり理解しようという
気持ちで臨み，教師の説明
を真剣に受け止め，納得の
いかないことについては必
ず質問する。 
⑶ 習ったことはその日の
うちに復習する。また，教
科書の重要ポイントは蛍光
ペンでアンダーラインを引
いたり書き出したりして，
記憶に残す割合を増やす。 
⑷ 身の回りの自然現象に
積極的に興味・関心・疑問
を持つよう心がけ，自力で
解決する力を養う。 
 



※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
３ 
学 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
年 
１ 
学 
期 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
学 
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３ 
学 
期 
 

10 
 
 
 
11 
 
 
 
 
12 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 
 
９ 
 
 
10 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
12 
 
１ 
 
２ 
 
   

第２編 熱と気体 

 第１章 熱と物質 

  １．熱と物質の状態 

  ２．熱と仕事 

 第２章 気体のエネルギーと状態変化 

  １．気体の法則 

  ２．気体分子の運動 

  ３．気体の状態変化 

  ４．エネルギーの移り変わり 

第３編 波 

 第１章 波の性質 

  １．波と媒質の運動 

  ２．正弦波の式 

  ３．波の伝わり方 

 第２章 音 

  １．音の伝わり方 

  ２．発音体の振動と共振・共鳴 

  ３．音のドップラー効果 

 第３章 光 

  １．光の性質 

  ２．レンズと鏡 

  ３．光の干渉と回折 

第４編 電気と磁気 

 第１章 電場 

  １．静電気力 

  ２．電場 

  ３．電位 

  ４．物質と電場 

  ５．コンデンサー 

 第２章 電流 

  １．オームの法則 

  ２．直流回路 

  ３．半導体 

 第３章 電流と磁場 

  １．磁場 

  ２．電流のつくる磁場 

  ３．電流が磁場から受ける力 

  ４．ローレンツ力 

 第４章 電磁誘導と電磁波 

  １．電磁誘導の法則 

  ２．自己誘導と相互誘導 

  ３．交流の発生 

  ４．交流回路 

  ５．電磁波 

第５編 原子 

 第１章 電子と光 

  １．電子 

  ２．光の粒子性 

  ３．X線 

  ４．粒子の波動性 

 第２章 原子と原子核 

  １．原子の構造とエネルギー準位 

  ２．原子核 

  ３．放射線とその性質 

  ４．核反応と核エネルギー 

  ５．素粒子 

発展演習 

 

大学入学共通テスト対策 

個別試験対策 



科 目 化学基礎 学 年  ２ 年 単位数  ２単位 

学習の到達目標 
  物質とその変化に関する基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的に探究する力を身に付
ける。また，化学と日常生活や社会との関わりを考えることができるようになる。 

【使用教材】 
 教科書・副教材  課題帳等 
〔教科書〕数研出版「新編 化学基礎」 
〔副教材〕博洋社 「化学基礎研究ノート」 

インプレス 化学基礎 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点 

 知識の習得や知識の概念的な理
解，実験操作の基本的な技術の習得
ができている。 

 習得した「知識・技能」を活用して
課題を解決できる思考力・判断力・表
現力などを身につけている。 

 知識・技能の習得や思考力・判断
力・表現力などを身につける過程に
おいて，粘り強く学習に取り組んで
いるか，自ら学習を調整しようとし
ている。 

評
価
方
法 

定期考査，実力考査，ワークシート，実験報告書，課題の取組・提出状況，授業ノート 等 
① 知識・技能 
 授業中の発言や記述の内容，ペーパーテストなどから状況をみる。観察，実験において，基本操作を習得する
とともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理，資料の活用の仕方などを身に付けているかについて，
行動や記述の内容，パフォーマンステストなどから状況をみる。 
② 思考・判断・表現 
 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を解釈し表現する
など，科学的に探究する過程において思考・判断・表現しているかを，発言や記述の内容，ペーパーテストなど
から状況をみる。 
③ 主体的に学習に取り組む態度 
 自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
るかを，発言や記述の内容，行動などから状況をみる。 

★ 探求力(追求力)） 思考力，実行力 コミュニケーション力，実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

学期 月 学習内容等 付けたい力 

 
１ 
学 
期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
学 
期 
 
 

 

 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
  
 
９ 
 
 
 
 
 
10 
   

 
序章 化学の特徴 
 
第 1編 物質の構成と化学結合 
 第 1章 物質の構成 
  1 混合物と純物質 
  2 物質とその成分 
  3 物質の三態と熱運動 
 第 2章 物質の構成粒子 
  1 原子とその構造 
  2 イオン 
  3 元素の周期表 
 第 3章 粒子の結合 
  1 イオン結合とイオンからなる物質 
  2 分子と共有結合 ※化学の内容まで発展 
  3 共有結合の結晶  させる。 
  4 金属結合と金属 
 
第 2編 物質の変化 
 第 1章 物質量と化学反応式 
  1 原子量・分子量・式量 
  2 物質量 
  3 溶液の濃度 
  4 化学反応式と物質量 
 第 2章 酸と塩基の反応 
  1 酸･塩基 
  2 水の電離と水溶液の pH 
  3 中和反応と塩 
  4 中和滴定 
 第 3章 酸化還元反応 
  1 酸化と還元 
  2 酸化剤と還元剤 
  3 金属の酸化還元反応 
  4 酸化還元反応の利用 
 終章 化学が拓く世界 
 

 
 
（1） 化学の基本
的な概念や原理・
法則の理解を深
め，科学的に探究
するために必要
な観察，実験など
に関する技能。 
 
 
（2） 観察，実験
などを行い，科学
的に探究する力。 
 
 
（3） 化学的な事
物・現象に主体的
に関わり，科学的
に探究しようと
する態度。 

⑴ 予習において教科書を
開き，授業で学習する内容
の概要を把握する。 
⑵ 授業中は内容について
しっかり理解しようという
気持ちで臨み，教師の説明
を真剣に受け止め，納得の
いかないことについては必
ず質問する。 
⑶ 授業ノートを日付まで
記入し，習ったことはその
日のうちに復習する。また，
教科書の重要ポイントは蛍
光ペンでアンダーラインを
引いたり書き出したりし
て，記憶に残す割合を増や
す。 
⑷ 身の回りの自然現象に
積極的に興味・関心・疑問
を持つよう心がけ，自力で
解決する力を養う。 



科 目 化学 学 年  ２ 年 単位数  ２単位 

学習の到達目標 
 化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めるとともに，科学的に探究する力や科学的に探
究しようとする態度を身に付ける。 

【使用教材】 
 教科書・副教材  課題帳等 
〔教科書〕数研出版「新編 化学」 
〔副教材〕博洋社 「化学研究ノート」 

インプレス 化学 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点 

 知識の習得や知識の概念的な理
解，実験操作の基本的な技術の習得
ができている。 

 習得した「知識・技能」を活用して
課題を解決できる思考力・判断力・表
現力などを身につけている。 

 知識・技能の習得や思考力・判断
力・表現力などを身につける過程に
おいて，粘り強く学習に取り組んで
いるか，自ら学習を調整しようとし
ている。 

評
価
方
法 

定期考査，実力考査，ワークシート，実験報告書，課題の取組・提出状況，授業ノート 等 
① 知識・技能 
 授業中の発言や記述の内容，ペーパーテストなどから状況をみる。観察，実験において，基本操作を習得する
とともに，観察，実験の計画的な実施，結果の記録や整理，資料の活用の仕方などを身に付けているかについて，
行動や記述の内容，パフォーマンステストなどから状況をみる。 
② 思考・判断・表現 
 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を解釈し表現する
など，科学的に探究する過程において思考・判断・表現しているかを，発言や記述の内容，ペーパーテストなど
から状況をみる。 
③ 主体的に学習に取り組む態度 
 自然の事物・現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしてい
るかを，発言や記述の内容，行動などから状況をみる。 

★ 探求力(追求力)） 思考力，実行力 コミュニケーション力，実行力 

【学習内容】                                【アドバイス】 

※各単元の学習内容や評価の詳

細については，後日示します。 

学期 月 学習内容等 付けたい力 

 
２ 
学 
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３ 
学 
期 
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12 
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第 2 編 物質の変化 
  第 2 章 電池と電気分解（化学基礎から継続） 
    1 電池    2 電気分解 
 
第 1編 物質の状態 
 第 1章 固体の構造 ※化学基礎で扱う 
   

  第 2 章 物質の状態変化 
    1 粒子の熱運動   2 三態の変化とエネルギー 
    3 気液平衡と蒸気圧 
 
  第 3 章 気体 
    1 気体の体積    2 気体の状態方程式 
    3 混合気体の圧力    4 実在気体 
 
  第 4 章 溶液 
    1 溶解とそのしくみ    2 溶解度 
    3 希薄溶液の性質    4 コロイド溶液 
 
第 2編 物質の変化 
  第 1 章 化学反応とエネルギー 
    1 化学反応と熱    2 ヘスの法則 
    3 化学反応と光 
 第２章 電池と電気分解 ※化学基礎で扱う 
 第３章 化学反応の早さとしくみ 
  1 化学反応の早さ  2 反応条件と反応速度 
  3 化学反応のしくみ 
 第４章 化学平衡 
  1 可逆反応と化学平衡  2 平衡状態の変化 
  3 電解質水溶液の化学平衡 
 
第３編 無機物質 
 第 1章 非金属元素 
  1 元素の分類と周期表 2 水素・貴ガス 
  3 ハロゲン元素    4 酸素・硫黄 
  5 窒素・リン     6 炭素・ケイ素 

 
 
（1） 化学の基本
的な概念や原理・
法則の理解を深
め，科学的に探究
するために必要
な観察，実験など
に関する技能。 
 
 
（2） 観察，実験
などを行い，科学
的に探究する力。 
 
 
（3） 化学的な事
物・現象に主体的
に関わり，科学的
に探究しようと
する態度。 

⑴ 予習において教科書を
開き，授業で学習する内容
の概要を把握する。 
⑵ 授業中は内容について
しっかり理解しようという
気持ちで臨み，教師の説明
を真剣に受け止め，納得の
いかないことについては必
ず質問する。 
⑶ 授業ノートを日付まで
記入し，習ったことはその
日のうちに復習する。また，
教科書の重要ポイントは蛍
光ペンでアンダーラインを
引いたり書き出したりし
て，記憶に残す割合を増や
す。 
⑷ 身の回りの自然現象に
積極的に興味・関心・疑問
を持つよう心がけ，自力で
解決する力を養う。 



科 目 生物基礎 学 年  ２年文系 単位数  ２単位 

 

学習の到達目標 
１．生物界を広くとらえた視点を身につける。 

２．生物と遺伝子について，細胞の働きおよび DNA の構造と機能の概要を理解し，生物についての共通性と

多様性の視点を身につける。 

３．生物には体内環境を維持するしくみを理解し，体内環境の維持と健康との関係について認識する。 

４．生物の多様性と生態系について理解し，その保全の重要性について認識する。 
【使用教材】 

教科書・副教材 課題帳等 

(教科書) 「高等学校生物基礎」（数研出版） 
(副教材) 「スクエア最新図説生物」（第一学習社） 

「リード Light ノート生物基礎」（数研出版） 
「WINSTEP 生物基礎 改訂版」（ラーンズ） 

【目指す能力と評価について】            ★は川内高校グランドデザイン(育てたい資質･能力)との結びつき 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
の
観
点 

日常生活や社会との関連を図りなが

ら，生物や生物現象について理解する

とともに，観察，実験などに関する基本

的な技能が身に付いている。 

観察，実験などの経験を通して，目の前

の課題を科学的に探究し，解決するため

の力が身に付いている。 

生物や生物現象に主体的に関わり，科

学的に探究しようとする態度と，自然

環境の保全に寄与する態度を養おうと

している。 

評
価
方
法 

① 教科書・問題集の問題 
授業中および課題での各問題への取組状況から評価する。 

② 定期考査・実力考査 
学習内容に合わせて問題を出題。基本的な知識が身についているか，応用的な

問題に対応できるかを確かめ，評価する。 
③ 観察・実験等 

観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，

器具の操作，報告書などから評価する。 

① 授業への取組 
出欠状況，授業態度，小テストへの

取組，提出物等で判断する。 
 
② ノート等の記載状況 

授業内容を適切にまとめている

か，科学的な思考ができているかな

どを評価する。 

★ 探究力 思考力 実行力 

【学習内容】 

 月 学習項目 学習のねらい 

１ 
学 
期 

４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 

序章 生物基礎を学ぶにあたって 

探究のプロセス 

第１編 生物の特徴 

第１章 生物の特徴 

  第１節 生物の多様性と共通性 

  第２節 エネルギーと代謝 

  第３節 呼吸と光合成 

 

 

第２章 遺伝子とそのはたらき 

  第１節 遺伝情報と DNA 

  第２節 遺伝情報の複製と分配 

  第３節 遺伝情報の発現 

序章 生物基礎で学習する内容の概要を把握する。学習を進めるうえで重要と

なる探究のプロセスについて理解する。顕微鏡の使い方を習得する。 

第１節 生物は多様でありながら，共通性をもっていることを理解する。生物

の共通性と多様性は，生物の進化の結果であることを理解する。 

第２節 生命活動にはエネルギーが必要であることを理解する。細胞の生命活

動のエネルギーは ATP の形で供給されることを理解する。 

第３節 呼吸や光合成の過程で ATP が合成されることを理解する。酵素の特徴

を理解するとともに，酵素によって生体内で必要な化学反応が進行すること

を理解する。 

第１節 DNA は 2 本のヌクレオチド鎖からなる二重らせん構造をしていること

を理解する。遺伝情報は DNA の塩基配列にあることを理解する。 

第２節 DNA が，半保存的に複製されることを理解する。細胞周期の進行に伴

って，DNA が正確に複製され，2つの細胞に分配されることを理解する。 

第３節 タンパク質のアミノ酸配列は，DNA の塩基配列によって決まることを

理解する。個体を構成する細胞は遺伝的に同一であるが，細胞の機能に応じ

て発現している遺伝子が異なることを理解する。 
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第２編 ヒトの体内環境の維持 

第３章 ヒトの体内環境の維持 

  第１節 体内での情報伝達と調節 

  第２節 体内環境の維持のしくみ 

  第３節 免疫のはたらき 

第１節 体内での情報伝達が，からだの状態の調節に関係していることを理解

する。自律神経系と内分泌系による情報伝達によって，からだの状態の調節

が行われることを理解する。 

第２節 ホルモンと自律神経のはたらきによって，体内環境が維持されている

ことを理解する。 

第３節 からだに，異物を排除する防御機構が備わっていることを理解する。

免疫と病気の関係や，免疫が医療に応用されていることについて理解する。 
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第３編 生物の多様性と生態系 

第４章 生物の多様性と生態系 

  第１節 植生と遷移 

  第２節 植生の遷移とバイオーム 

  第３節 生態系と生物の多様性 

  第４節 生態系のバランスと保全 

第１節 植生の成りたちや相観について理解する。植生が時間の経過とともに

移り変わっていくことを理解する。 

第２節 世界各地には，多様なバイオームが成立していることを理解する。気

候条件によっては，遷移の結果として森林のほかに草原や荒原にもなること

を理解する。 

第３節 生態系の成りたちを理解する。生物どうしの関係が種多様性の維持に

かかわっていることを理解する。 

第４節 生態系がもつ復元力について理解する。人間活動が生態系に及ぼす影

響について理解する。生態系の保全の重要性について理解する。 

① 何より授業勝負。重要だと思うところはメモをとったり教科書に線を引いたりしよう。 

② 復習中心の学習をしよう。生物基礎では予習はしなくても構わない。その代わりに復習をしよう。その日に習った

ことはその日のうちに理解すること。質問大歓迎。 

③ 宿題は必ずやり遂げ，期限内に提出しよう。随時，確認テストを実施する。 

④ 考査や模試を受けた後は，振り返りを確実に行おう。同じミスを繰り返さないことが大切。 

⑤ 日頃から，新聞やテレビなどの生物の話題に関心を持つことが大切。 
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